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 今日、人々の価値観は多様化し、社会構造が大きく変化するなかで、SDGsの拡がりにみられるよ

2022年7月
西部建設株式会社　代表取締役 社長 　前田達郎

１．はじめに

「未来を見つめ　人と自然にやさしい環境づくりをめざしています」

　弊社は、１９５３年に三菱鉱業㈱（現　三菱マテリアル㈱）の子会社として発足以降、土木部門・建
築部門を操業の柱とし、プラント設備の設計計画・工事及びメンテナンス等エンジニアリング部門へ
業容の拡大を図り、総合建設業としての基盤を固めてまいりました。

２．環境経営方針

うに企業の果たすべき役割も変化しつつあります。未来を見つめ、変化する事業環境に柔軟に対応
し、常日頃より技術の研鑽に努めて、お客様から信頼される会社として成長していくことが大切だと
考えております。
 安全、コンプライアンス優先のもと、社会を支える「ものづくり」や「サービス」の向上に取り組み、
「お客様に満足いただくこと」をモットーにして、地域や社会の持続的な発展に貢献していけるよう
努力を重ねてまいりますので、尚一層のご愛顧を賜りますように宜しくお願いいたします。

 

         

           

              

                                            

               

                                           

                         

                                          

                       

                                       

    

　

　・ 節電、節水、エコドライブ、エコカーの活用による省エネ・省資源
　
　

　・
　

　・
　

　・
　

　・
　・
　・
　

環　境　経　営　方　針
   【基本理念】

◆ 経営の中に環境への取組を位置付け、課題とチャンスを
踏まえた環境経営を行う

◆ 環境経営に根ざした事業活動を行い、継続的に進化・成
長し、存在価値を認められる組織を目指す

当局と環境データの相互提供・交換を行い、当社データの国内

   【基本方針】

１．省エネ・省資源の推進　　（課題、チャンス）

を推進し、事業活動に伴う温室効果ガス排出の抑制に努め
持続可能な社会づくりに貢献する

２．循環型社会への貢献　　（課題、チャンス）

廃棄物排出量の削減及び再資源化、環境に配慮した商品の購
入の推進等に取り組み、循環型社会の形成に貢献する

３．社会との協調　　（チャンス）

環境経営レポート等を積極的に公開し、社会とのコミュニケー
ション向上を進め、ステークホルダーとの連携・協調を図る

４．環境活動の評価・見直し　　（チャンス）

　代表取締役　前田達郎

位置付けを把握し、活動の評価と見直しを行う

５．環境関連法規の教育と管理の推進　（課題）

環境関連等の法規を遵守し、不正の起きない体制作りを推進する
2017年版エコアクション21ガイドラインへの社員理解度を高める
全員参加で環境マネジメント活動を推進する

2010 年 10 月 01 日 制 定

2022 年 04 月 01 日 改 定

　　　西部建設株式会社
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３．エコアクション２１の位置付け

社外

社　　訓 社内規定

UBE三菱セメント
環境指針

西部建設（株） 社内

ＢＣＰ 環境経営方針

就業規則
安全衛生管理規定
危機管理マニュアル

経営方針 コンプライアンス規定
秘密情報管理規定など

品質目標
エコアクション２１

安全衛生 収益向上 ＣＳＲ

１９５３年　８月 多久出張所開設（現　佐賀出張所）

安全衛生年間目標 人材育成 情報セキュリティー

年間活動計画

中央安全衛生委員会 ＥＡ２１委員会

４．沿革

１９５３年　８月 三菱鉱業株式会社（現　三菱マテリアル株式会社）の子会社として会社創立

全
員
参
加
改
善
活
動

１９５３年１２月 崎戸出張所開設
１９５６年　８月 高島出張所開設（2023/3/31　廃止）
１９５６年１０月 長崎出張所開設（現　長崎支店）
１９６４年　３月 福岡出張所開設（現　建設本部）
１９６５年　７月 佐賀県多久市に金網工場新設（現　佐賀工場）
１９７４年１０月 畑地灌漑施設工事開始
１９７８年　３月 三菱鉱業セメント株式会社（現UBE三菱セメント㈱）　九州工場内に北九州事業所開設

１９９５年　４月 ＳＫＰ（西部建設パワーアップ）運動スタート
１９９８年　４月 物流施設事業部新設（２０１２年８月　北九州事業所に統合）
１９９９年１２月 ＩＳＯ９００１（品質）認証取得（現　２０１５年版ＩＳＯ９００１）（本社、建設本部）
２００４年　４月 日本ＳＰＲ工法協会加入、下水道更生工事に進出
２００５年　９月 本社移転、建設本部と統合
２００５年１０月 地下貯水工法研究会加入
２０１１年　５月 エコアクション２１認証取得（本社、建設本部、佐賀工場）
２０１２年　６月 機械器具設置工事業　特定建設業の許可を受ける（北九州事業所）

２０２２年　４月 三菱マテリアル株式会社からUBE三菱セメント株式会社の子会社に移行

２０１４年　７月 子育て応援宣言登録（福岡県）
２０１７年　３月 特定建設業　解体工事業　許可を受ける
２０１８年　３月 一般建設業　消防施設工事業　許可を受ける

SKP活動

法 令

ＳＫＰ推進会議リスクアセスメント

ヒヤリハット・KY活動

ＩＳＯ９００１品質マニュアル

ＩＳＯ推進会議

リスクマネジメント活動

改善提案活動
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５．会社概要

■会社名 ／ 西部建設株式会社

■代表者名 ／ 代表取締役　前田　達郎（2021年　4月　1日就任）

■資本金 ／ 2億5千万円

■株主 ／ UBE三菱セメント株式会社

■事業規模 ／ 売上高 （2022年度　全社売上高）

人員数 （2023年3月末時点）

事業年度

■所在地 ／ 本社 福岡県福岡市中央区地行1丁目15番29号

建設本部 福岡県福岡市中央区地行1丁目15番29号

・ 福岡支店 福岡県福岡市中央区地行1丁目15番29号

・ 長崎支店 長崎県長崎市小曽根町1番16号

・ 佐賀出張所 佐賀県多久市北多久町大字小侍688番地8

・ 崎戸出張所 長崎県西海市崎戸町蠣浦郷1224

佐賀工場 佐賀県多久市東多久町大字別府3245-7

北九州事業所 福岡県京都郡苅田町松原町12番地

　　UBE三菱セメント株式会社　九州工場内

■環境管理責任者 ／ 環境安全室長　大塚　昌昭

■担当者連絡先 ／ エコアクション21事務局

氏名 ： 大塚　昌昭

TEL ： 092-771-1766 Fax ： 092-771-6069

E-mail ： masaaki.otsuka@mu-cc.com

ホームページ ： http://seibuken.co.jp

■主な取得業許可 ／ □ 特定建設業／国土交通大臣許可／（特－3）第578号

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、解体工事業

水道施設工事業、機械器具設置工事業、電気工事業、電気通信工事業

□ 一般建設業／国土交通大臣許可／（般－3）第578号

消防施設工事業

□ 一級建築士事務所／福岡県　第1-11203号

□ 宅地建物取引業／福岡県知事(9)　第10130号

□ みなし登録電気工事業／九州産業監督部長届出　第30002号

６．主な資格取得者

5,074百万円

108人

4月～3月

資　　　格　　　名 取得者数 資　　　格　　　名 取得者数
１級土木施工管理士 14 １級電気工事施工管理技士 4
２級土木施工管理士 3 ２級電気工事施工管理技士 1
１級建築施工管理士 14 第一種電気工事士 6
２級建築施工管理士 2 第二種電気工事士 6
２級造園施工管理技士 0 1級電気通信工事施工管理技士 2
１級管工事施工管理技士 3 2級電気通信工事施工管理技士 1
２級管工事施工管理技士 3 機械器具設置業監理技術者 5
１級建築士 4 測量士 4
２級建築士 3 測量士補 5
消防設備士（甲種） 6 推進工事技士 4
１級、２級建設業経理士 8 特別管理産業廃棄物管理責任者 7
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７．会社組織図

代　表　者 代表者　社長　前田達郎
凡　　　　例

本　　社 建設本部 佐賀工場

ＥＡ２１委員会
（月次経営会議

時開催）

環境管理責任者 環境安全室長　大塚昌昭 　　　　　：　対象部署
　　　　　：　業種
　　　　　：　適用除外部署

ＥＡ２１事務局 環境安全室　大塚昌昭

建　設　業 製　造　業

８．認証・登録の対象組織・活動

北九州事業所
総務部 建築グループ ※北九州事業所

   はUBE三菱セメ
   ント㈱の環境マ
  ネジメントシステ
  ム内で活動して
  いますので、当
  社の認証・　登
  録外とします。

現場作業所
企画管理部 土木グループ ※認証・登録の対

　象ではありませ
　んが、活動は行
　います。

営業グループ

福岡支店 佐賀出張所 長崎支店 崎戸出張所

■登録組織名 西部建設株式会社 従業員数

■対象組織

本　　社 総務部　企画管理部　環境安全室
建設業 44

建設本部
福岡支店　佐賀出張所
長崎支店　崎戸出張所

佐賀工場 製造業 16

畑地灌漑用及びゴルフ場散水用配電盤の製作・メンテナンス、
セメント用移動式サイロの設置・撤去・メンテナンス

■対象除外場所 北九州事業所

北九州事業所は、UBE三菱セメント株式会社の環
境マネジメントシステム内で環境活動を行っていま
すので、当社の認証・登録外と致します。

48

■対象活動

建設本部
土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、
舗装工事業、水道施設工事業、解体工事業、
１級建築士事務所、宅地建物取引業

佐賀工場
土木・建築用金網の製作、コンクリート二次製品用金網の製作、

従業員数は、2023年3月末時点

全従業員数
44 16 60 48 108

■従業員の構成
建設本部 佐賀工場 対象場所計 北九州事業所
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９．2022年度環境目標・実績・評価

2022年度

目標※1 実績 評価※2 主な取組み内容

二酸化炭素排出量※3 ㎏ 200,657 190,222 〇 （購入電力CO2排出係数　：0.480㎏-CO2/kWｈ　）

以下 （2020年実績九州電力調整後排出係数を使用）
電力使用量 ｋＷｈ 185,761 198,312 △ ・ 不要時のスイッチＯＦＦを徹底する

以下 ・ エアコンフィルターの清掃（２回/年）
・ エコ家電品の購入（低消費電力タイプ購入）
・ 室温によるエアコン適正温度の設定
・ パソコン・コピー機エコモードの設定

ガソリン 使用量 ℓ 30,067 26,786 ◎ ・ エコ運転の励行（急発進・急加速をしない）
以下 ・ 高速道路運転時、時速１００ｋｍ/ｈ

・ 公共交通機関を利用しての移動（ＪＲ/バス/地下鉄）
・ 社有車の低燃費車、ハイブリッド車への転換

軽油 使用量 ℓ 14,270 11,434 ◎ ・ エコ運転の励行（急発進・急加速をしない）
以下 ・ 社有車の燃費管理（運行表燃費管理）

・ 公共交通機関を利用しての移動（ＪＲ/バス/地下鉄）
・ 社有車の低燃費車、ハイブリッド車への転換

灯油 使用量 ℓ 1,960 1,310 ◎ 石油ストーブ使用時、室内温度の管理
以下 石油ストーブの傍を離れる時は切る

プロパンガス 使用量 ㎏ 13 42 × 冬季の洗い物は低水温で使用する
以下

水道 使用量 ㎥ 361 531 × 手洗い場等への注意喚起シールの貼付
以下 毎月の使用量の確認、漏水等のチェック

蛇口の半開使用と閉め忘れのチェック
洗い物はまとめて行う

太陽光発電パネルの点検(1回/月) ％ 100 100 〇 パネルの損傷、汚れの点検
佐賀工場 設備廻りの除草

夏場のパネル冷却のための散水
事業系一般廃棄物（可燃ごみ） 排出量 ㎏ 1,453 787 ◎ 資源ごみの回収の推進（古紙・缶・ＰＢ等）

以下 使い捨て容器等の使用削減
両面ｺﾋﾟｰ、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化等で紙使用量の削減
ﾐｽﾌﾟﾘﾝﾄの削減（PC設定、原稿、部数の確認）

産業廃棄物 排出量 ｔ 8,329 1,347 ◎ 現場以外での現場資材の加工の推進
以下 搬入材料の梱包材の業者持ち帰りの推進

産業廃棄物 最終処分 排出量 ｔ 419 187 ◎ 混合廃棄物の削減
以下 分別ボックス設置による再資源化の推進

再資源化処分場への委託の推進
環境に配慮した商品の購入の推進 円 318,631 312,174 ― 購入金額集計

参考実績
本業で提案する製品・サービス ％ 100 100 〇 低騒音・低振動建設機械の使用の提案
における環境 配慮の提案 排出ガス対策型建設機械の使用の提案

防音シートの使用の提案
現場で使用する 化学物質の把握 ％ 100 100 〇 化学物質の把握

ＳＤＳの発行依頼とＳＤＳの保管
ＳＤＳの内容の確認

※1 目標は、2021年度実績値以下
※2

３
自
然
共
存
社

会
へ
の
貢
献

２
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献

１
低
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

　2022年度CO2排出量は目標値より△5%となり、目標達成致しました。　ガソリン、軽油の使用量が減ったことが主要因です。

軽油の使用量が減少した理由は佐賀出張所のトラック、バックホウの廃止によるものが主原因です。また、リモート会議が一層定着し、

目
的

ガソリンの使用量が減少しています。

単位環境目標項目

記号 ◎ ○ △ ×
達成率 ≧110% 110%＞～≧100% 100%＞～≧80% 80%＞
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１０．2020年度～2022年度実績値の動向

二酸化炭素排出量（単位：㎏） 電力使用量（単位：ｋＷｈ）

灯油使用量（単位：Ｌ） プロパンガス使用量（単位：㎏）

ガソリン使用量（単位：Ｌ） 軽油使用量（単位：Ｌ）

水道使用量（単位：㎥） 事業系一般廃棄物（燃えるごみ）排出量（単位：kg）

産業廃棄物排出量（単位：ｔ） 産業廃棄物最終処分排出量（単位：ｔ）

環境に配慮した商品の購入金額（単位：円）

205,813 195,430 190,222
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１１．2023年度環境目標・活動計画（継続的改善への取組み）

2023年度
目　標 主な活動計画

㎏ 173,261 （購入電力CO2排出係数　：0.398㎏-CO2/kWｈ　）

以下 （2021年実績九州電力調整後排出係数を使用）
二酸化炭素排出量売上高原単位 ㎏/百万円 155 ・ 2022年度実績値を目標として、省エネルギー活動効果を把握

以下
電力消費量 kWh 199,563 ・ 不要時のスイッチＯＦＦを徹底する

以下 ・ エアコンフィルターの清掃（２回/年）
・ エアコン及び室外機の簡易定期点検（４回/年）
・ エコ家電品の購入（低消費電力タイプ）
・ 室温でのエアコン設定温度の調整（夏季、冬季）
・ パソコン・コピー機エコモードの設定

ガソリン 使用量 ℓ 26,786 ・ エコ運転の励行（ふんわり発進等）
以下 ・ 社有車の燃費管理（運行表燃費管理）

・ 公共交通機関の利用（ＪＲ、地下鉄、バス）
・ 社有車の低燃費車、ハイブリッド車への転換
・ リモートワーク、リモート会議の活用

軽油 使用量 ℓ 11,434 ・ エコ運転の励行（ふんわり発進等）
以下 ・ 社有車の燃費管理（運行表燃費管理）

・ 公共交通機関の利用（ＪＲ、地下鉄、バス）
・ 社有車の低燃費車、ハイブリッド車への転換

灯油 使用量 ℓ 1,310 ・ 石油ストーブ使用時、室内温度の管理
以下 ・ 石油ストーブの傍を離れる時は切る

プロパンガス 使用量　 ㎏ 42 ・ 冬季の洗い物は低水温で使用する
以下

水道 使用量 ㎥ 531 ・ 手洗い場等への注意喚起シールの貼付
以下 ・ 毎月使用量の確認、漏水等のチェック

・ 蛇口の半開使用と閉め忘れのチェック
・ 洗い物はまとめて行う

太陽光発電パネルの点検（１回/月） % 100 維持 ・ パネルの損傷、汚れの点検
佐賀工場 ・ 点検結果によりパネル散水による清掃の実施

・ 設備廻りの除草
事業系一般廃棄物（燃えるごみ）排出量 ㎏ 787 ・ 両面コピー、ペーパーレス等で紙使用量の削減

以下 ・ ミスプリントの削減（ＰＣ設定、原稿、部数の確認）
・ 使い捨て容器等の使用の削減
・ 裏紙・封筒等の再使用の促進

産業廃棄物 排出量 ｔ 1,347 ・ 現場以外での現場資材の加工の推進
以下 ・ 搬入材料の梱包材の業者持ち帰りの推進

産業廃棄物 最終処分 排出量 ｔ 187 ・ 混合廃棄物の削減
以下 ・ 分別ボックスの設置での再資源化の推進

・ 再資源化処分場への処分委託
環境に配慮した資材、機械の使用 % 100 ・ 低騒音型及び低振動型建設機械の使用

・ 低燃費型建設機械の使用
・ 排出ガス対策型機械の使用
・ 防音シートの使用

使用する化学物質のＳＤＳの受領と保管 % 100 ・ 化学物質の把握
・ ＳＤＳの発行依頼とＳＤＳの保管
・ ＳＤＳの内容の確認と取扱関係者への周知

環境経営方針、目標、計画の周知 回 1/年 ・ 各場所への環境活動方針周知資料作成、発信
環境安全室
従業員の環境意識向上 回 12/年 ・ EA２１ニュース発行
環境安全室
各場所の活動状況確認 回 12/年 ・ エコアクション21委員会開催
環境安全室
環境関連法規取纏表の改訂 回 1/年 ・ 当社事業に係る環境関連法規一覧表の見直し改定
環境安全室 　
環境関連法規の遵法の確認 回 1/年 ・ 各場所への環境関連法規遵守状況チェック実施通知
エコアクション21活動状況掲示 回 1/月 ・ エコ２１掲示物の更新

　2023年度の目標は、削減活動項目については、2022年度の実績値以下とし、増加活動項目については2022年度の実績値以上
とします。2023年度も自主的な活動を行い、現行水準の維持と向上を図ります。

目
的

環境目標項目 単位

二酸化炭素排出量

４
環
境
管
理
の
推
進

１
低
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

２
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献

３
自
然
共
存

社
会
へ
の
貢
献
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2023年3月に法令遵守状況を確認し、違反はありませんでした。

温対法（地球温暖化対策の推進に関する法律 〇 〇 〇 〇

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律） 〇 〇 〇 〇

家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法） 〇 〇 〇 〇

廃掃法/廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律） 〇 〇

建設リサイクル法（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律） 〇 〇

振動規制法 〇 〇

騒音規制法 〇 〇

大気汚染防止法 〇 〇

土壌汚染対策法 〇 〇

労働安全衛生法 〇 〇 〇 〇

工場立地法 〇

建
設
本
部
事
務
所

１２ 環境関連法規の遵守状況

当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規は下記の表に記載の通りです。

認証対象

環境関連法律

本
社

建
設
本
部
現
場
作
業
所

佐
賀
工
場
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１3．佐賀工場（製造業）の実績

・当社の佐賀工場の2022年度取組の概要は、下記の通りです。
■総製品生産量または総商品販売量

製　　　品　　　名 単　位 2020年度実績 2021年度実績 2022年度実績

0 0
0 0

コンクリート二次製品金網等全製品
ｔ 393 444 530

千円 97,200 117,902 135,373

■太陽光パネル発電（売電）（単位：ｋＷｈ）
4月 5月 6月 7月 8月

環境負荷低減に資する製品または商品
ｔ 0

千円 0

3月
2020年度実績 1,163 1,245 1,654 1,203 830 872 953 1,271

9月 10月 11月 12月 1月 2月
1,081 858 844 1,064

2021年度実績 1,076 1,615 1,086 1,283 1,357 914
2022年度実績 1,323 1,304 1,425 1,224 1,146 1,267 1,283 1,083

974 1,270 1,162 965 737 1,036
688 927 836 1,251

2020年度実績累計 1,163 2,408 4,062 5,265 6,095 13,0386,967 7,920 9,191 10,272 11,130 11,974
10,788 11,525 12,561 13,475

2022年度実績累計 1,323 2,627 4,052 5,276 6,422

2021年度実績累計 1,076 2,691 3,777 5,060 6,417 7,391 8,661 9,823

2020年度 13,038 11,600 12.4% 増

13,757

■前年度実績発電量の比較と総発電量との比較
実績発電量 前年度との比較 予想発電量 予想発電量との比較 （単位：ｋＷｈ）

7,689 8,972 10,055 10,743 11,670 12,506

減-3.6%

■備考
　※予想発電量は、当該地域（佐賀県白石町）における気象データを使用し、ＪＩＳ　Ｃ８９０７の計算方法
　　（パラメーター方式）を基にした総合出力電力量（ｋＷｈ）です。
　・太陽光パネルによる発電は売電をしています。佐賀工場の購入電力から売電電力を減じた数値を佐
　　賀工場の使用電力としています。
■太陽光パネル発電設備

増
2022年度 13,757 2.1% 増 11,600 18.6% 増
2021年度 13,475 3.4% 増 11,600 16.2%

13,038 

13,475 
13,757 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ｋＷｈ 太陽光パネル発電量

2020年度実績

2021年度実績

2022年度実績

2020年度実績累計

2021年度実績累計

2022年度実績累計

※予想発電量11,600kWh/年
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１４．その他の環境活動

②
①

③

低炭素社会への貢献

循環型社会への貢献 社会との協調

①タニザワ エコアプローチに参加

・使用済みヘルメット再資源化

・ＣＯ２ゼロ工場製ヘルメット使用

②植樹

加入保険会社を通して植樹に貢献

③古紙等の資源化

① HV車、低燃費車への転換

② ドライブレコーダーの設置

・ドライバーの安全・エコ意識向上

③リモート会議、リモートワーク活用

・場所間の移動の削減

④エコアクション２１委員会

②環境経営レポートのWEB上公開

①事務所回り町内清掃活動（毎週

③環境データの提供と活用

①

②

①②
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１）2022年度の取組み評価

①低炭素社会への貢献

・

・

・

・

② 循環型社会への貢献

・

・

③ 社会との協調、その他

・

・

２）2023年度の取組みに向けての見直し

① 低炭素社会への貢献

・

・

・

・

② 循環型社会への貢献

・

・

・

③ 社会との協調、その他

・

・

・

・

ます。

取組姿勢を明確にし、当社社員への環境意識高揚に繋がっていると考えています。

考えています。

廃棄物排出量の削減、再資源化の推進を継続します。

環境に関わる最新情報をEA21ニュースとして従業員へ発信し、環境意識を高めてまいり

地域でのごみ拾い活動等を通じて、地域社会との関りを大切にします。

2023年度から売上高に対するCO2排出原単位（kg/百万円）を把握していきます。

灯油の使用量は前年度比-33.1%と大幅減少となっています。前年度の未使用在庫の影響

節水活動推進を継続し、水資源を大切にします。

経営方針に当社事業活動のSDGｓとのつながりを明確にし、社会に貢献してまいります。

環境経営レポートを当社ホームページに掲載し、当社の環境活動を社会に開示致します。

太陽光発電設備を適切に管理して、自然エネルギー活用に努めます。

低燃費車への転換、エコドライブの推進を継続し、CO2排出削減を推進します。

省エネルギー家電への転換、節電活動を推進し、電力消費削減に努めます。

古紙等の資源ごみ回収推進を継続します。

2018年から環境経営レポートを当社ホームページに毎年掲載しています。

当社のホームページを通して当社の環境への取組みについて多くの人に見て頂けていると

が主要因ですが、節減活動の効果もあると評価します。

経営方針に当社の事業活動とSDGｓの取組との関係を記載し、当社の環境経営への

いる効果と評価します。

の割合が例年よりも多かったことが主要因です。

産業廃棄物排出量は前年度の16％と大幅に少なくなりましたが、これは前年度の解体工事

電力使用量は前年度比+6.3%とやや増加しました。遠地工事現場の事務所兼宿泊先が設置

可燃ごみの削減に努め、前年度比-39.8%となりました。資源ごみとして古紙回収を推進して

１5．代表者による全体評価と見直し

CO2排出量は前年度比-5.0％と低減致しました。

CO2排出量低減の主な要因はガソリン、軽油使用量の減少です。

社有重機・トラック廃止による軽油使用量削減、Web会議の活用定着と評価します。

され、生活電力も加わった影響です。プロパンガス、水道使用量も同じ理由で増加しました。
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